極地研NEWS 182 by unknown






























































































































































































































































































































（Turner et al., 2006）
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1971～2000年（Turner et al., 2005）。
●1 ノボラザレフスカヤ　●2 昭和基地　●3 マラジョージナヤ　●4 モーソン　●5 デービス
●6 ミルヌイ　●7 ケーシー　●8 デュモン・デュルビル　●9 スコット　●10 ボストーク
●11 アムンゼン・スコット　●12 ファラデー　●13 ベリングスハウゼン
●14 エスペランザ　●15 オルカダス　●16 ハリー






















































































































































































































































































































































































る。ドイツはAlfred Wegener Institute 











































































































































































　in the IPY 2007-2008: IPY2007-2008に
おける日本の研究計画」を皮切りに、






















































































































































































































































































































インド、韓国、中国、マレーシアからの出席者を囲んで。 右手前が IASC Council会長Kristján Kristjánsson
ICSU太平洋事務局長 M.N.ハッサン氏の挨拶
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 南極のツーリズム
　南極大陸沿岸を船舶で周遊するスタイルの観光旅行を1960









































編 集 後 記
Polar Meteorology and
Glaciology No.20
科学論文は2編、大規模気候
変動としてのハインリッヒイ
ベントの3次元氷床モデルに
よる力学・熱力学的解釈
(Greveら）、昭和基地上空の
エアロゾル鉛直分布の2004年
航空機観測結果（Osadaら）。
科学ノートは、北極域におけ
る雲の衛星観測および地上マ
イクロパルスライダー観測の
比較・検証（Shiobaraら）、
報告は,南北両極域における日
本－ドイツ共同航空機観測
（Herberら）、2003年北極航海
時の電磁誘導法による海氷厚
計測（Shirasawaら）、地震発
生時の斜面積雪層の安定性と
雪崩発生との関係（Chernouss
ら）である。
観光期（10～3月）の観光客数の推移（出典：IAATO）
2005-06期の国別観光客数（出典：IAATO）
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近刊紹介 洋観測船の傭船をした成果の
一部や、最新の手法による解
析結果、南極北極域での研究、
季節海氷の発達する日本のオ
ホーツクや高山域での研究な
どが掲載されている。いずれ
も生物の生存する極地での生
命活動の実態とそれぞれの分
野での研究動向に鋭く迫るも
のである。
Polar Bioscience No.20
極域の生物とその環境を扱っ
た科学的報告で最終号とな
る。JAREでの観測結果に基
づき取りまとめた論文数編の
ほか、JAREとして初めて海
人事異動
●平成19年3月31日付け
任期満了退職
森山功一 （第47次南極地域観測隊員）
鈴木博文 （第47次南極地域観測隊員）
室田恭宏 （第47次南極地域観測隊員）
藤原 淳 （第47次南極地域観測隊員）
上原 誠 （第47次南極地域観測隊員）
高松次郎 （第47次南極地域観測隊員）
角 治男 （第47次南極地域観測隊員）
河村正治 （第47次南極地域観測隊員）
原 稔 （第47次南極地域観測隊員）
朽網留美子 （第47次南極地域観測隊員）
安藤浩二 （第47次南極地域観測隊員）
石井 浩 （第47次南極地域観測隊員）
蓮池久永 （第47次南極地域観測隊員）
井熊英治 （第47次南極地域観測隊員）
森 章一 （第47次南極地域観測隊員）
岩﨑正吾 （第47次南極地域観測隊員）
山本道成 （第47次南極地域観測隊員）
永木 毅 （第47次南極地域観測隊員）
韓 東勲 （第48次南極地域観測隊員）
橋本 斉 （第48次南極地域観測隊員）
科部元浩 （第48次南極地域観測隊員）
大熊満代 （第48次南極地域観測隊員）
福田慎一 （第48次南極地域観測隊員）
木塚孝廣 （第48次南極地域観測隊員）
高澤直也 （第48次南極地域観測隊員）
藤沢正孝 （第48次南極地域観測隊員）
寺田 司 （第48次南極地域観測隊員）
高田一三 （第48次南極地域観測隊員）
笹倉信也 （第48次南極地域観測隊員）
●平成19年4月1日付け
配置換
門倉 昭 研究教育系准教授（研究教育系助教授）
田口 真 研究教育系准教授（研究教育系助教授）
堤 雅基 研究教育系准教授（研究教育系助教授）
宮岡 宏 研究教育系准教授（研究教育系助教授）
東 久美子 研究教育系准教授（研究教育系助教授）
伊藤 一 研究教育系准教授（研究教育系助教授）
塩原匡貴 研究教育系准教授（研究教育系助教授）
藤田秀二 研究教育系准教授（研究教育系助教授）
土井浩一郎 研究教育系准教授（研究教育系助教授）
野木義史 研究教育系准教授（研究教育系助教授）
船木 實 研究教育系准教授（研究教育系助教授）
三澤啓司 研究教育系准教授（研究教育系助教授）
伊村 智 研究教育系准教授（研究教育系助教授）
工藤 栄 研究教育系准教授（研究教育系助教授）
高橋晃周 研究教育系准教授（研究教育系助教授）　
岡田雅樹 研究教育系助教（研究教育系助手）
行松 彰 研究教育系助教（研究教育系助手）
橋田 元 研究教育系助教（研究教育系助手）
平沢尚彦 研究教育系助教（研究教育系助手）
古川晶雄 研究教育系助教（研究教育系助手）
森本真司 研究教育系助教（研究教育系助手）
青山雄一 研究教育系助教（研究教育系助手）
今榮直也 研究教育系助教（研究教育系助手）
海田博司 研究教育系助教（研究教育系助手）
金尾政紀 研究教育系助教（研究教育系助手）
外田智千 研究教育系助教（研究教育系助手）
三浦英樹 研究教育系助教（研究教育系助手）
山口 亮 研究教育系助教（研究教育系助手）
内田雅己 研究教育系助教（研究教育系助手）
笠松伸江 研究教育系助教（研究教育系助手）
加藤明子 研究教育系助教（研究教育系助手）
菊池雅行 研究教育系助教（研究教育系助手）
●平成19年4月1日付け
兼務
山岸久雄 研究教育系宙空圏研究グループ長
 （研究教育系教授）
神山 孝吉 研究教育系気水圏研究グループ長
 （研究教育系教授）
小島秀康 研究教育系地圏研究グループ長
 （研究教育系教授）
小達恒夫 研究教育系生物圏研究グループ長
 （研究教育系教授）
鮎川 勝 研究教育系極地工学研究グループ長
 （研究教育系教授）
山内 恭 国際企画室長
 （研究教育系教授）
本山秀明 極域情報系極域科学資源センター教授
 極域観測系南極観測推進センター教授
 （研究教育系教授）
三澤啓司 極域情報系極域科学資源センター准教授
 （研究教育系准教授）
東 久美子 極域情報系極域科学資源センター准教授
 （研究教育系准教授）
藤田秀二 極域情報系極域科学資源センター准教授
 （研究教育系准教授）
高橋晃周 極域情報系極域科学資源センター准教授
 （研究教育系准教授）
今榮直也 極域情報系極域科学資源センター助教
 （研究教育系助教）
海田博司 極域情報系極域科学資源センター助教
 （研究教育系助教）
川村賢二 極域情報系極域科学資源センター助教
 （研究教育系助教）
山口 亮 極域情報系極域科学資源センター助教
 （研究教育系助教）
外田智千 極域情報系極域科学資源センター助教
 （研究教育系助教）
宮岡 宏 極域情報系極域データセンター准教授
 （研究教育系准教授）
門倉 昭 極域情報系極域データセンター准教授
 （研究教育系准教授）
青山雄一 極域情報系極域データセンター助教
 （研究教育系助教）
海老原祐輔 極域情報系極域データセンター助教
 （研究教育系助教）
岡田雅樹 極域情報系極域データセンター助教
 （研究教育系助教）
金尾政紀 極域情報系極域データセンター助教
 （研究教育系助教）
菊池雅行 極域情報系極域データセンター助教
 （研究教育系助教）
平沢尚彦 極域情報系極域データセンター助教
 （研究教育系助教）
小達恒夫 極域観測系南極観測推進センター教授
 （研究教育系教授）
神山孝吉 極域観測系南極観測推進センター教授
 （研究教育系教授）
伊村 智 極域観測系南極観測推進センター准教授
 （研究教育系准教授）
田口 真 極域観測系南極観測推進センター准教授
 （研究教育系准教授）
土井浩一郎 極域観測系南極観測推進センター准教授
 （研究教育系准教授）
牛尾収輝 極域観測系南極観測推進センター准教授
 （研究教育系准教授）
飯田高大 極域観測系南極観測推進センター助教
 （研究教育系助教）
山内 恭 極域観測系北極観測センター教授
 （研究教育系教授）
伊藤 一 極域観測系北極観測センター准教授
 （研究教育系准教授）
堤 雅基 極域観測系北極観測センター准教授
 （研究教育系准教授）
小川泰信 極域観測系北極観測センター講師
 （研究教育系講師）
内田雅己 極域観測系北極観測センター助教
 （研究教育系助教）
渡邉研太郎 国際企画室教授 
 （研究教育系教授）
加藤明子 広報室助教
 （研究教育系助教）
人事異動
